
1 競技規則について

　本大会は、2024年度日本陸上競技連盟競技規則及び本大会の申し合わせ事項により実施する。

2 招集、器具検定について

　①招集時間に遅れたものは棄権とみなし、出場は認めない。

　②招集時間は次のとおりとする。
 トラック競技　　  競技開始時間２０分前に開始し、１０分前に完了する。
 フィールド競技　　競技開始時間３０分前に開始し、２０分前に完了する。

　③投擲器具は、各種目開始前に南倉庫にて検査を行い、検査に合格した器具は使用すること
　　ができる。

　④リレーのオーダー用紙については、各競技招集完了１時間前までに
  　招集所に提出する。但し、オーダー提出された選手の体調及びケガ等の状態により
　　審判長が認める場合は、オーダー変更を認める。　

　⑤日本陸上競技連盟競技規則の規定に適合しないシューズの使用を禁止する。また、フィールド
　　競技シューズ規則の適用除外期間（2024 年 10 月 31 日まで）であることから、フィールド
　　種目においては「靴の前の部分の中心点の靴底の厚さは、踵の中心点の靴底の厚さを超えては
　　ならない」の規定に合致しないシューズも使用を認めるが、WA への申請はせず、記録は国内
　　のみ有効となる。　　　

3 競技について

　①トラック競技のレーン順は、プログラム記載とおりとする。同着・同タイムの場合は、1000分
  　の1秒単位で着順判定を行う。それでも順位決定できない場合は抽選とする。

　②フィールド競技の試技順もプログラム記載とおりとする。長さを競うフィールドは,
　　３回の試技をもって順位を決定する。オープンは３回試技とする。

　③バーの上げ方は、審判員の指示で行う。

  ④オープン種目は、原則、トラック競技においては最終組、フィールド競技においては正式競技
　　後に続けて行う。

4 その他

  ①各学校補助員は、所定の場所へ行き、審判員の指示に従うこと。

  ②各自の所持品の管理は、各自で責任を持って行うこと。

  ③各学校から出たゴミは、各自及び各校顧問の責任で持ち帰ること。

  ④その他、顧問会議で決定した申し合わせ事項に従うこと。

競技注意事項


